
日中対照言語学会第 47 回大会(2022 年度冬季大会) プログラム 

記 

日 時 ：２０２２年１２月１８日(日)９：２５～１６：２５(予定) 

会 場 ：オンライン会議(Zoom)    

参加費 ：無料（会員・非会員共通） 

Zoom U R L https://us06web.zoom.us/j/82789144834?pwd=SktaTjJjQ21ZQVVacFRYRlkzYWhOZz09 

ミーティング ID 827 8914 4834 パスコード 981129 分科会 A/B も上記 URLから入ります 

9:00 Zoom 入 室 開 始 

9:25～9:30 
開会式・代表挨拶 

副会長 竹島 毅(大東文化大学) 

9:30～9:35 移 動 時 間 

 

午前の部(分组 Zoom 号同大会 Zoom一样) 

分科会 A/Bはそれぞれのブレイクアウトルームにご入室ください 

分科会 A 
総合司会：岡原丞良(関西大学) 

分科会 B 
総合司会：楊彩虹(北海道大学) 

9:35～10:05 

研究発表 A-１． 

痛みを表す直喩表現の日中対照研究 

―喩える表現の対照を中心に― 

張 潼(金沢大学大学院) 

研究発表 B-１． 

中国語における願望表現“如果 p 就好

了”の反事実的解釈について 

王 芸嬛(お茶の水女子大学) 

10:05～10:35 

研究発表 A-２． 

心、HEART、こころ 

―中国語、英語、日本語における多義 

語の認知言語学的研究― 

李 暁倩(奈良女子大学大学院) 

研究発表 B-２． 

中国語存現文の構文拡張とそのメカニ

ズム 

張 岩(安徽工程大学外国語学院) 

共同発表者：張 黎(大阪産業大学) 

司 会 王 安(法政大学) 平山 邦彦(拓殖大学) 

10:35～10:40 休 憩 

10:40～11:10 

研究発表 A-３． 

疑问词＋“来着”的互动功能的探讨 

呉 青青(長崎外国語大学) 

共同発表者：郭 恩華(中国海洋大学) 

研究発表 B-３． 

中国語における再帰代名詞“自己”の

述語の意味制限について 

―日本語の「自分」との対照を兼ねて 

張 雨(名古屋大学大学院) 

11:10～11:40 

研究発表 A-４． 

『紅楼夢』前八十回における形容詞重

畳式の文成分について 

―認知言語学の視点から― 

胡 春艶(大東文化大学大学院) 

研究発表 B-４． 

互动视角下的“就是说”类话语标记研

究：作为回述他人话轮的前置词 

陳 力(神田外語大学) 

司 会 王 学群(東洋大学) 下地 早智子(神戸市外国語大学) 

11:40～13:00 昼 休 憩 

13:00～14:00 

基 調 講 演 

発表者：赵 春利(暨南大学文学中文系) 

題 名：汉语情态副词研究的方法论思考 

司 会： 張 黎 (大阪産業大学) 

14:00～14:10 休 憩 兼 移 動 



 

 

午後の部(分组 Zoom 号同大会 Zoom 一样) 
分科会 A/Bはそれぞれのブレイクアウトルームにご入室ください 

分科会 A 
総合司会：岡原丞良(関西大学) 

分科会 B 
総合司会：楊彩虹(北海道大学) 

14:10～14:40 

研究発表 A-５． 

中国語“很 N”構文の意味用法の記述

的研究 

―「Nぽい」の対照を通して― 

楊 迪(名古屋大学大学院) 

研究発表 B-５． 

日中両言語の評価とりたて表現の対照

研究 

―「なんて」「なんか」「など」と“什 

么”の関連表現を中心に―   

李 哲(常州工学院/新潟大学大学院) 

14:40～15:10 

研究発表 A-６． 

セッカクと中国語における対訳研

究 

―「好（不）容易」「特意」「難

得」を中心に― 

許 燕(名古屋大学大学院) 

研究発表 B-６． 

日本語の「ノダ」と中国語の「可」の

対照研究 

―認識要請の観点から― 

趙 武陽(立命館大学大学院) 

司 会 続 三義(東洋大学) 安本 真弓(跡見学園女子大学) 

15:10～15:15 休 憩 

15:15～15:45 

研究発表 A-７． 

意見文における接続表現から見た文脈

展開 

―日本語母語話者と中国語を母語とす

る日本語学習者の比較― 

桐澤 絵里奈(国際医療福祉大学) 

研究発表 B-７． 

会话中插话现象的研究 

―基于中日对照研究的视角― 

張 筱婷(宇都宮大学大学院) 

15:45～16:15 

研究発表 A-８． 

中国語母語話者日本語学習者の「の→

を」「を→の」の誤用研究    

孫 之依(関西学院大学大学院) 

研究発表 B-８． 

“是…的”句日中教材对比分析及教学

策略 

畢 文涛(北京語言大学東京校) 

司 会 勝川 裕子(名古屋大学) 加藤 晴子(東京外国語大学) 

16:15～16:20 休 憩 兼 移 動 

16:20～16:25 

閉 幕 の 辞 

会長 彭 飛(京都外国語大学) 

閉 会 

16:35 理 事 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０２２年度冬季大会 

研究発表テーマ／発表者と発表要旨 

基調講演 

発表者 ：赵 春利(暨南大学文学中文系) 

発表題目：汉语情态副词研究的方法论思考 

本文要旨： 

为了精准定位情态副词的分布规律并据此提取其语义情态，本文在综述并吸收前人基于不同语法理论而采取

的不同研究方法的基础上，以语义语法为理论基础，根据情态副词的性质和特点，提出了四条方法论原则。第一，

前人研究的大致可分为四类：传统语法基于语感的意义分类法、描写语法基于句法的分布辨义法、认知功能基于

情态的认知解释法和生成语法基于层次的制图排序法。第二，根据语义语法理论，情态副词具有“指称情态而关

联话语”的虚实兼备性和四个特点：话语关联的制约性、句法分布的复杂性、语义提取的难证性、情态内涵的难

解性。第三，根据情态副词的性质和特点，语义语法研究情态副词需要坚持四条原则：基于话语关联论由表及里

多层锚定话语功能的原则、基于句法制约论由大到小精确定位句法分布的原则、基于语义决定论形意兼顾多元证

明语法意义的原则、基于情态因果论瞻前顾后系统解释情态内涵的原则。 

 

研究発表 

分科会 A 

研究発表 A－１． 

発表者 ：張 潼(金沢大学大学院大学院(修士課程)) 

発表題目：痛みを表す直喩表現の日中対照研究―喩える表現の対照を中心に― 

本文要旨： 

本発表はコーパス（日本語：『日本語書き言葉均衡コーパス』、『国語研日本語ウェブコーパス 』、中国語：『北

京大学现代汉语语料库』、『北京语言大学语料库』）から収集したデータに基づいて、日本語と中国語の対照を行

い、以下のことを明らかにした。①両言語では喩える際に用いる動詞に違いがある。日本語のみ見られる喩え

る表現として、「痺れる」、「疼く」、「染みる」などがあり（例：「ジンジンと肩が痺れるような痛みを感じてい

る。」）、中国語の特有な喩える表現としては「“爆炸”」（爆発する）、「“散架”」（ばらばらになる）、「“炸裂“」

（炸裂する）などである。（例：「“像脚爆炸似的剧痛传来。”」）中国語にのみ使われる動詞の特徴としては現

実と少し離れ、誇張的な使い方が多いがあり、日本語でのみ使われる動詞はほぼ中国語に対応できる語彙が存

在しないという点が指摘できる。②「割れる」、「差し込む」などは両言語で喩える表現として使われるが、日

本語と中国語の間で使用範囲に差が見られる。日本語ではほぼ一つの身体部位に限られるが、中国語では一つ

の身体部位ではなく、「膝」、「胸」、「喉」など様々な部位と共起し、使用される。 

 

研究発表 A－２． 

発表者 ：李 暁倩(奈良女子大学大学院(博士課程)) 

発表題目：心、HEART、こころ―中国語、英語、日本語における多義語の認知言語学的研究― 

本文要旨： 

 本研究は中国語、英語、日本語における多義語の“心”、HEART、「こころ」についての認知様式を考察し、

これらの多義語の本質を認知言語学の枠組みから分析したものである。中国語の“心”と英語の HEART とい

う言葉はいずれも人間の体における一番重要な臓器−心臓−に関連しており、心、HEART に関わる表現も多数

存在している。一方、現代日本語の「こころ」は「心臓」とは関係なく、抽象的な意味でしかない。本研究で

は、主に認知言語学分野におけるメタファー理論をベースとし、“心”、HEART、「こころ」の基本的な意味

を比較した上で、これらの意味拡張が全て、「容器メタファー」と「事物メタファー」によって実現されること、



また、容器に喩えられる際はメタファーとメトニミーを融合する方式で実現されるのに対して、事物に喩えら

れる際には直接事物に喩えられる傾向があることを明らかにした。最後に、コーパスのデータから例文を集計

し、それぞれの言語におけるメタファーの分布特徴についても比較した。 

 

研究発表 A－３． 

発表者 ：呉 青青(長崎外国語大学特別任用講師)／郭恩华(中国海洋大学講師) 

発表題目：疑问词+“来着”的互动功能的探讨 

本文要旨： 

    学界对“来着”的研究主要聚焦三点：一、视“来着”为时制或体制助词，表近过去的语义；二、视“来着”

为语气词，表责怪、回忆、询问等语气；三、“来着”的语法化。本研究采用互动语言学的方法，探讨疑问词

+“来着”的互动功能。 

    本研究从自然会话中收集到 52个“来着”，其中疑问词+“来着”共计 41个。通过分析发现：疑问词+“来

着”主要执行三个互动功能。一、表示说话人在话语产出上出现困难，正在进行词汇搜索。二、表示说话人在话

语产出上出现困难，目前处于词汇搜索状态但同时向听话人寻求帮助。三、用于询问一些自己曾经知道但讲话时

暂时忘记的事情。从知识论的角度，我们又进一步分析得出：在执行询问功能时，疑问词+“来着”隐含说话人对

于所述事态的知识状态的变化，即当前是 K-的状态，但过去是 K+的状态。另外，如果询问的事情与听话人相关，

说话人通常会在“来着”后加上候选答案，以示自己并没有全部忘记；而询问的事情属于说话人与听话人的共有

经历・知识，说话人通常会在得到回答后的下一个话论，表示自己想起来了，刚刚确实是忘记了等信息。 

   本研究除了加深了对“来着”的互动功能的认识外，同时也为从自然会话中考察某些汉语现象的互动功能提供

了一定的参考。 

 

研究発表 A－４． 

発表者 ：胡 春艶(東北石油大學副教授(大東文化大学大学院(博士課程))) 

発表題目：『紅楼夢』前八十回における形容詞重畳式の文成分について―認知言語学の視点から― 

本文要旨： 

重畳（reduplication）という言語手段は、中国語に多く使用され、主に形容詞重畳式および動詞重畳式を中心

に用いられる。『紅楼夢』における形容詞重畳式は多様で、AA式、ABB 式、AABB 式などのパターンがある。

形容詞は、文成分の面で、主に連体修飾語として使用される。これに対して、『紅楼夢』における AA 式、ABB

式、AABB 式は圧倒的に連用修飾語として使用されている。 

空間化は、観察者と観察対象の存在を基盤として、観察者の定位に基づき、設定する空間に入って、観察者

の視点を固定するプロセスである。空間化を言語に表現すれば、性状を表す場合、形容詞重畳式で使用される

と考えられる。 

本発表は、『紅楼夢』前八十回を言語資料として、その形容詞重畳式の文成分を考察したうえで、認知言語学

の視点から、空間化の理論を応用し、形容詞重畳式が文成分の多用の動機付けを検討する。また、認知言語学

から“沏了一杯酽酽的茶”と“酽酽地沏了一杯茶”を比較し、形容詞重畳式の連用修飾語と連体修飾語として

の意味を分析することを試みる。 

 

研究発表 A－５． 

発表者 ：楊 迪(名古屋大学大学院(博士課程)) 

発表題目：中国語“很N”構文の意味用法の記述的研究−「N ぽい」の対照を通して− 

本文要旨： 

 朱徳熙 1995 では中国語の名詞は「副詞の修飾を受けない」、程度副詞の文法機能にも名詞を修飾することが



ないとされている。したがって、“很女人［すごく女性］”のような“程度副詞＋名詞”構造は中国語における名詞

と程度副詞のいずれの文法機能にも反するものである。  

 この構造の存在の妥当性やそこに入る名詞の特徴に関する議論は長年続けられているが、その意味用法の分

類についての研究は管見の限りないようである。陸旭・温锁林（2019）の次の例は日本語の「ぽい」と類似す

る用法であると思われるため、本研究は、コーパスを使用して日本語「ぽい」と対照しながら、“很N”を対象

に中国語の“程度副詞＋名詞”構造の意味分類を試みた。 

例（1）は「～に似ている」、例（2）は「～が好きそうな感じ／～にふさわしいイメージ」との解釈になりや

すい。 

 （1）这种想法有点阿 Q。［この考え方は阿Q っぽい。］ 

 （2）烧酒太中年人、日式米酒太农民。［焼酎は中年っぽく、日式米酒は農民っぽい。］ 

そのほか、「ぽい」の「含有」、「特性」用法に近い例（3）（4）も見られる。  

（3）这道菜很油［この料理は油っぽい。］ 

（4）倩宝的坐姿很爷们。［倩ちゃんの座り姿は男っぽい。］ 

 

研究発表 A－６． 

発表者 ：許 燕(名古屋大学大学院(博士課程)) 

発表題目：「セッカクと中国語における対訳研究―「好（不）容易」「特意」「難得」を中心に―」 

本文要旨： 

本発表では、セッカクと中国語における対訳の用法と構造における相違点を考察することによって、セッカ

クの諸特徴を一層浮き彫りにすることを目的とする。セッカクは、評価性や意志性、叙法性などの持っている

ため、学習者にとって非常に難解な副詞である。また、諸外国語に訳しにくく、中国語の場合、「好(不)容易」

や「特意」、「难得」などがその代表的な訳語である。 

またセッカクに関しては、意味的に二つの事態を必要としていること、構文構造において逆接と順接の複文

構造を必須としていることが明らかになった。一方で、上掲の中国語の訳語に関する研究はさほど進んでいな

いのが実情である。そこで、本発表では「副詞用法」「連体用法」「擬似述語用法」という、セッカクにおける

３つの用法分類に則って中国語の３副詞を考察した。 

結果中国語の場合、複文構造および逆接・順接の条件関係を必ずしも必要としていないこと、「好(不)容易」

から「特意」、「难得」の順に連体用法が発達していること、「还」や「又」のような累加表現との親和性が高い

こと（「特意」）、「很」などの程度副詞の修飾を受けやすいこと（「难得」）などの事象が明白になった。 

 

研究発表 A－７． 

発表者 ：桐澤 絵里奈(国際医療福祉大学講師) 

発表題目：意見文における接続表現から見た文脈展開 

  ―日本語母語話者と中国語を母語とする日本語学習者の比較― 

本文要旨： 

 近年、多くの大学では、授業を受ける際に必要とされる文章作法や口頭発表の技法等の習得を目的に掲げ、

初年次教育としてアカデミック・ジャパニーズを学ぶ授業が開講されている。その理由として、大学の授業や

レポート、そして就職活動等において、大学生が自分の意見をまとめて述べる機会が多いことが挙げられる。

そのため、大学や大学院への進学を目指す日本語学習者が中級レベル以上に達すると、日本語の授業の中で、

意見文が課題として取り上げられるようになるが、これは論理的に書き手の意見を主張する練習の一環として

考えられている。そこで、本発表では、日本語作文コーパスを資料とし、中国語を母語とする中級日本語学習

者 43 名と日本語母語話者 44 名によって執筆された 800字程度の意見文の文脈展開を比較分析することを目的



とする。その際、文機能における日本語母語話者と中国語母語日本語学習者の接続表現の具体的な使用実態を

明らかにするために、本文を構成する文ごとに機能をコーディングし、また、接続表現の文章上における出現

位置から文脈展開上の問題点について考察する。 

 

研究発表 A－８． 

発表者 ：孫 之依(関西学院大学大学院(博士課程)) 

発表題目：中国語母語話者日本語学習者の「の→を」「を→の」の誤用研究 

本文要旨： 

『YUK タグ付き中国語母語話者日本語学習者作文コーパス』Ver.11で「の」に関する誤用例を抽出すると、

「の」と「を」の混用について、以下のような誤用例が見られる。 

（<X→Y>：<誤用→正用>） 

（１）ドラマ<の→を>全部見た後、いろいろな人生の真理が分かった気になり、思わず、自分の人生を振り 

返るようになった。 

（２）私の趣味は料理<の→を>食べることと作ることです。 

（３）でも、就職の圧力<の→を>前に、私は妥協し、日本語を選んだ。 

（４）結局、雑誌や、仕事で使った本<を→の>一部しか捨てられなかった。 

（５）そして、世界飢餓の問題<を→の>解決にも貢献した。 

 （６）今日は試験<を→の>準備をしています。 

連体助詞「の」、格助詞「を」についてこれまでの研究では、「の」あるいは「を」の個別研究が多く、それ

ぞれの用法に焦点を当てたものが一般的であり、学習者による「の」と「を」の混用を対象とした研究は管見

の限り、あまり観察されていない。そこで本発表では、「の」と「を」の混用を対象とした誤用研究を行い、学

習者の誤用パターンとそのメカニズムを明らかにすることとする。 

 

分科会 B 

研究発表 B－１． 

発表者 ：王 芸嬛(お茶の水女子大学非常勤講師) 

発表題目：中国語における願望表現“如果 p 就好了”の反事実的解釈について 

本文要旨： 

本発表では中国語における願望表現“如果 p 就好了”の反事実的解釈が義務化される条件について論じるも

のである。“如果 p 就好了”の基本的意味は pで示される事態が望ましいということを表わすが、統語的制約や

文脈などによって反事実的にも解釈される。中国語では、文法形式によって反事実的解釈を義務化する手段が

存在しないため、文脈によって反事実的もしくは単なる仮定として解釈されるのが一般的であるが、例（1）の

ように、文脈なしでも反事実的解釈が義務化する例も多くみられる。本発表では张雪平（2015）などの先行研

究に基づき、文の対比的焦点などの情報構造及び p で示される事態の制御可能性などの意味的特徴から反事実

的解釈が義務化される条件を探り、“如果 p 就好了”の反事実的解釈の意味的及び語用論的特徴を考察する。 

（1） 如果 我 有 这样的   耐心  就好了。（BCC 語料庫：埃克多·马洛《苦儿流浪记》） 

 Ruguo 私 持つ このような 忍耐力 jiu hao le 

 私にこのような忍耐力があればよかったのに。（拙訳） 

研究発表 B－２． 

発表者 ：張 岩(安徽工程大学外国語学院講師)／張 黎(大阪産業大学教授) 

テーマ：中国語存現文の構文拡張とそのメカニズム 

本文要旨： 



本稿は認知構文論に基づき、中国語の存在文の構文スキーマを明らかにする一方、(1)のように、従来、存現

文と無関係のように見える一語文を視野に入れ、存現文と一語文の関連性を検討し、両構文の間にある拡張ル

ートとそのメカニズムを明らかにする。 

(1) a 桌子上有蟑螂. 

b 蟑螂! 

さらに、張黎（２０１２）が掲げた「現象文カテゴリー」をベースにし、ここの一語文も現象文の下位文分

類の一つだと主張したい。 

 

研究発表 B－３． 

発表者 ：張 雨(名古屋大学大学院(博士課程)) 

発表題目：中国語における再帰代名詞“自己”の述語の意味制限について 

―日本語の「自分」との対照を兼ねて― 

本文要旨： 

 目的語となる再帰代名詞“自己”に関しては、先行研究は主に、述語の意味的指向と先行詞との照応関係に注

目しており、“自己”と共起できる述語の制限については、具体的な動作を表す動詞より、抽象的な動詞と共起

する傾向が強いことを指摘するに留まっている。しかし、この見方では解釈できない言語事実も多数存在する。

物理的動詞であっても、ある統語的な操作を利用すれば、再帰代名詞“自己”との共起が可能になる。 

(1)他紧紧搂住她，怕她在沙海里翻覆，跌伤了自己。（《冷冬寒梅》凌淑芬） 

(2)卡门打了自己一个嘴巴，努力想清醒过来。（《宇宙浪子》朱邦复） 

(3)手术室外他听到母亲不安的脚步声，手术开始后他仍狠狠地掐自己。（微博 BCC） 

(4)我经常甩自己巴掌，怎么了？（微博 BCC） 

(5)我难过的时候便爱握紧手，用指甲掐自己。（微博 BCC） 

このような言語事実に対して、本稿は、目的語となる再帰代名詞“自己”と共起する述語の制限について、コ

ーパスの言語資料を整理する上で、述語分類と意味解釈の観点から分析を行う。また、述語の意味制約が存在

する原因、及び日本語の再帰代名詞「自分」との意味制限上の違いについて、再帰代名詞の主体特性と動詞の

他動性の立場から解釈する。 

 

研究発表 B－４． 

発表者 ：陳 力(神田外語大学専任講師) 

発表題目：互动视角下的“就是说”类话语标记研究：作为回述他人话轮的前置词 

本文要旨： 

本研究采用会话分析的研究方法，分析并记述自然口语会话中“就是说”类话语标记在回述（formulation）

（Heritage & Watson, 1979）他人话轮时的所处的序列位置和该话轮的语言形式的特征，最后探讨“就是说” 

类话语标记的互动功能。通过微观分析结果显示，不同序列位置上的“就是说” 的互动功能如下：(1)提问-回答

序列后的第三话轮位置，提问者以“就是说”话语标记进行回述，展现了提问者在理解回答者所提供的回答方面

存在疑问或者困惑，因而通过“就是说”提供某种可能的理解，或加入自身的推测，以期待回答者对此给与确认

或否定，甚至进行进一步的解释说明。此类型的回述多采用疑问句式，话轮末伴随表示疑问语气的助词或者附加

疑问词，并使用上声调。(2)在讲述序列中途位置，以“就是说”开始的回述通常是对前一话轮的主旨（gist）的

提炼。从话轮设计上来说，该话轮采用陈述句式，伴随下降声调。(3)在讲述结束的位置，通常期待听话人给出一

个与被讲述内容所反映出来的情感一致的回应(affiliative response)(Stivers, 2008)。在这个位置，用“就是说”开启

回述，从某种程度上来说延迟了回应，预示着一个非优先行为的出现。通过这样的回述，听话者展示了对讲述者

所讲内容存在可接受性上的问题(problems of expectation/acceptability)(Svennevig,2008)。 



 

研究発表 B－５． 

発表者 ：李 哲(常州工学院/新潟大学大学院(博士課程)) 

発表題目：日中両言語の評価とりたて表現の対照研究 

  ―「なんて」「なんか」「など」と“什么”の関連表現を中心に― 

本文要旨： 

 日本語の評価とりたて表現に対応する中国語表現の形式には、評価とりたての意味を表さない無標形式以外、

“什么”の関連表現が多く見られる。本発表はとりたてる要素との位置関係に基づき、それらの表現を A 類「後

置型」、B 類「前置型」、C 類「枠構造型」と分類する。 

 日本語評価とりたて表現は後置型である一方、中国語のほうはとりたてる要素の直前にも直後にも現れる。

日本語の評価とりたて表現と異なり、中国語評価とりたて表現はでは、とりたてられる並列項目が複数になる

可能である。また、中国語の評価とりたて表現の名詞化する機能は日本語ほど強くない。日中両言語の評価と

りたて表現はいずれも否定形式の述語か否定標示以外のマイナス表現と共起しやすいが、中国語の評価とりた

て表現は肯定的評価と共起するケースも特定少数見られる。 

 意味的特徴の側面では、日中両言語の評価とりたて表現はいずれも「列挙義」から派生してきた「評価義」

を持っているが、中国語の評価とりたて表現は「‐否定性」「＋同類性」の特徴も持っている。総じて言えば、

日本語の評価とりたて表現に比べ、中国語の評価とりたて表現は文法化の度合いが低いと考える。 

 

研究発表 B－６． 

発表者 ：趙 武陽(立命館大学大学院(博士課程)) 

発表題目：日本語の「ノダ」と中国語の「可」の対照研究−認識要請の観点から− 

本文要旨： 

日本語の「ノダ」と中国語の「可」はいずれも、聞き手に命題の事態を提示し、認識させようという話し手

の心的態度を表現することができ、ともに「認識要請」という機能を持つ。しかし、両者の対応できるケース

はあるが、対応できないケースも存在する。その原因は、両者の機能のメカニズムが異なるというところにあ

る。認識要請の「ノダ」は、話し手が聞き手の既有の不充分な認識が発話時に充足させるという「認識の充足」

であり、認識要請の「可」は話し手が聞き手との認識が対比関係を構築し、聞き手に既存の認識を修正し、新

たな認識として提示し、認識させようという「認識の修正」である。「ノダ」に比べて「可」は機能の範疇が狭

く、「ノダ」の派生機能に相当すると言える。また、「可」に特有な性質として、話の調子を和らげるという機

能がある。 

 

研究発表 B－７． 

発表者 ：張  筱婷(宇都宮大学大学院(博士課程)) 

発表題目：会话中插话现象的研究―基于中日对照研究的视角― 

本文要旨： 

在日常会话中，一方在进行会话时另一方（或多方）插入会话的现象被称为插话。插话这种言语行为在日常

会话中发挥着重要的作用。然而，在语言运用的研究领域，从中日言语比较的角度开展的插话言语对照研究却寥

寥无几。本研究以中日两国语料库为调查数据，抽选出对等关系下的插话实例，分别对汉语和日语的插话的言语

构造和机能进行了细化分类，并阐明了其中原因。且对插话后的连锁言语反应进行了分析。 

具体如下：在以插话位置为焦点的言语构造方面，通过数据库抽出的实例，分别统计了两国语言中插话行为

产出的高频率位置（例如：汉语的言语停顿多出现在谓语后小节和话轮的末尾），并分析其产生原因和归类其中构

造性特点；在机能方面，本研究将插话言语行为分类为积极性（协力性）插话和消极性（支配性）插话，并在此



基础上通过插话实例来细化分类项目（例如：协力性插话中包含了情感交流，信息共享，关系构筑等）。 

语言学习者因对所学言语的构造和习惯的了解不足，不能找到合适的话轮转化和插话的机会。因此，本研究

旨在为汉语和日语学习者的会话策略提供些许借鉴，使其拥有更好的会话能力。同时，希望本次研究能为中日对

照言语的会话分析和言语行为分析的研究贡献一份力量。 

 

研究発表 B－８． 

発表者 ：畢 文涛(北京語言大学東京校専任教員(専攻副主任)) 

発表題目：“是……的”句日中教材对比分析及教学策略 

本文要旨： 

教材是“三教”问题中重要的一环,教材质量的高低将直接影响教师的教学效果和学生的学习思路。而语法作

为难点和重点的教学项目，教材中的解释说明、例句展示和练习题设置，对学习者的理解方向和教师的教学方法

起到关键的引导作用。本文以日本国内学生偏误率较高的初级汉语法点“是……的”句式作为研究对象，对中国

出版社出版的《博雅》、《汉语教程》、《尔雅》和日本出版社出版的《中国語つぎへの一歩》、《いまはじめよう！

アクティブラーニング―初級中国語―》、《新編実用漢語課本―日本人のための中国語の教科書》六种教材中该

句型的编排进行对比分析，比较中国教材和日本教材在语法点的讲解、例句展示和练习题设置三个方面的异同，

并着重分析了各个教材的优势和不足，以期为“是……的”句式在汉语初级教材中编排的优化提供部分参考建议。 


